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島根を変える時がきた
県議選

知事選

　

3
期
目
の
最
後
と
な
り

ま
し
た
2
月
県
議
会
も
終

り
、
目
の
前
に
3
月
29
日

（
金
）
の
告
示
日
が
迫
っ
て

き
ま
し
た
。

　

松
江
選
挙
区
の
情
勢
は

混
沌
と
し
て
お
り
、
予
断

を
許
さ
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

気
を
引
き
締
め
て
最
後
の

追
い
込
み
に
入
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
家
族
・
親
戚
・

友
人
・
知
人
に
も
う
一
声

か
け
て
下
さ
い
。

　

残
る
日
数
は

わ
ず
か
で
す
が
、

全
力
で
頑
張
り

ま
す
。

　

今
期
最
後
の
議
会
も
終
り
、
統
一

地
方
選
挙
が
間
近
に
迫
っ
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
知
事
選
で
連
合
島
根
が

「
丸
山
た
つ
や
」
候
補
を
推
薦
し
て
い

ま
す
の
で
、
自
分
の
選
挙
に
加
え
て

知
事
選
も
頑
張
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
県
職
員
に
と
っ
て
は
、
言
っ

て
み
れ
ば
自
分
の
会
社
の
社
長
を
決

め
る
選
挙
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
全
力

で
応
援
・
支
援
し
な
け
れ
ば
、
と
思

い
ま
す
。
地
域
を
変
え
る
の
は
「
若

　

今
の
県
政
を
変
え
た
い
と
民
主
県
民
ク
ラ

ブ
の
7
人
の
県
議
と
自
民
党
14
名
及
び
無
所

属
2
名
の
県
議
が
知
事
選
挙
に
向
け
て
丸
山

た
つ
や
さ
ん
の
支
援
を
決
め
、
連
合
し
ま
ね

が
推
薦
し
て
闘
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
県
民
の
た
め
の
県
民
の
政
治
」
は
国
や
国

会
議
員
の
言
い
な
り
に
な
る
知
事
で
は
で
き

者
、
よ
そ
者
、
ば
か
者
」
と
言
わ
れ

ま
す
。

　

県
出
身
で
な
く
と
も
3
年
前
に
県

の
環
境
生
活
部
長
、
政
策
企
画
局
長

を
3
年
間
努
め
、
県
内
の
事
情
に
精

通
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
48
歳
と
若
い

こ
と
、
何
よ
り
国
家
公
務
員
の
職
を

投
げ
打
っ
て
島
根
の
為
に
働
こ
う
と

志
し
た
「
ば
か
者
」
の
心
意
気
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

知事選も自分の選挙も
ともに頑張ります

ま
せ
ん
。

　

国
と
の
パ
イ
プ
論
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す

が
、長
い
間
の
県
政
で
島
根
が
こ
の
「
パ
イ
プ
」

で
良
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま
す
ま
す
元

気
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　

島
根
の
政
治
を
変
え
る
時
が
き
ま
し
た
。

県
政
改
革
に
向
け
て
立
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
。
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はくいし恵子の県議会報告
2月県議会

一問一答質問から抜粋
（2/12～3/1）

  

は
じ
め
に

　

今
期
最
後
の
議
会
と
な
る
２
月

議
会
が
２
月
12
日
か
ら
３
月
１
日

の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
当

初
予
算
案
の
提
出
も
あ
り
ま
し
た

が
、
知
事
が
替
わ
る
の
で
普
通
は

骨
格
予
算
の
は
ず
で
す
が
、
地
方

創
生
の
取
り
組
み
や
早
期
の
災
害

復
旧
の
必
要
性
か
ら
、
通
常
ど
お

り
の
予
算
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
議
会
で
の
質
問
を
ご
報
告

し
ま
す
。
今
回
は
「
児
童
虐
待
対

応
体
制
に
つ
い
て
」
他
３
点
に
つ

い
て
一
問
一
答
で
質
問
し
ま
し

た
。

  

一
問
一
答

質
問
：
児
童
虐
待
事
案
の
対
応
体

制
に
つ
い
て

⑴
舟
渡
結
愛
ち
ゃ
ん
、
栗
原
心
愛

ち
ゃ
ん
の
事
件
か
ら
何
を
学
ぶ
べ

き
と
考
え
る
か
。

【
健
福
部
長
】
転
居
時
の
引
き
継

ぎ
の
徹
底
、
関
係
機
関
同
士
の
連

携
の
あ
り
方
、
情
報
共
有
の
重
要

性
を
感
じ
た
。
基
本
の
徹
底
も
重

要
。

⑵
肝
心
な
と
き
に
対
応
で
き
る
よ

う
関
係
機
関
の
連
携
の
場
で
あ
る

「
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
」（
以

下
、
要
対
協
）
メ
ン
バ
ー
の
力
量

を
高
め
る
た
め
、
２
つ
の
事
件
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
や
恫
喝
す
る
親

対
応
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な
ど
実
践

的
な
研
修
が
必
要
と
思
う
が
如

何
。

【
健
福
部
長
】
重
要
且
つ
有
効
と

考
え
る
。
県
が
主
催
す
る
研
修
で

計
画
す
る
。
ま
た
「
要
対
協
」
の

研
修
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
助

言
す
る
。

⑶
児
童
虐
待
に
関
す
る
教
員
の
理

解
と
知
識
、
関
係
機
関
と
の
連
携

の
必
要
性
を
徹
底
す
べ
き
と
考
え

る
が
如
何
。

【
健
福
部
長
】
危
機
管
理
の
手
引

き
、
生
徒
指
導
担
当
教
員
研
修
等

で
虐
待
に
つ
い
て
の
知
識
や
関
係

機
関
等
の
連
携
を
周
知
し
て
い

る
。
こ
の
度
の
事
案
を
受
け
て
県

教
委
と
し
て
も
改
め
て
徹
底
し
た

い
。

⑷
罰
則
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
法
改

正
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

【
健
福
部
長
】
親
権
と
の
兼
ね
合

い
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
問
題

な
ど
、
児
童
相
談
所
は
難
し
い
対

応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
事

件
後
、
政
府
で
も
懲
戒
権
や
体
罰

に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
る
と
い

う
情
報
が
あ
る
。
国
の
動
向
を
注

視
し
た
い
。　

質
問
：
人
の
い
る
学
校
図
書
館
に

つ
い
て

⑴
来
年
度
予
算
で
の
減
額
が
見
送

ら
れ
た
が
理
由
を
伺
う
。

【
総
務
部
長
】
市
町
村
か
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
、
時
間
を
か
け
て

し
っ
か
り
議
論
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
、Ｈ
32
年
度
か
ら
の
見

直
し
に
向
け
、
継
続
検
討
と
し
た
。

⑵
財
政
支
援
が
減
額
さ
れ
て
も
教

職
員
が
異
動
し
て
も
、
図
書
館
活

用
教
育
が
継
続
で
き
る
よ
う
な
十

分
な
理
解
と
体
制
作
り
に
つ
い
て

所
見
を
伺
う
。

【
教
育
長
】
10
市
町
が
「
県
予
算

が
減
額
さ
れ
た
ら
全
校
配
置
等
が

難
し
く
な
る
」
と
回
答
し
た
。
研

修
の
さ
ら
な
る
工
夫
を
考
え
て
い

き
た
い
。
ま
た
優
れ
た
実
践
の
共

有
の
為
好
事
例
を
紹
介
し
た
り
、

研
究
指
定
校
の
選
定
を
工
夫
す
る

な
ど
し
て
い
き
た
い
。

質
問
：
現
場
主
義
の
県
行
政
に
つ

い
て

⑴
福
祉
事
務
所
が
市
町
村
に
移
管

さ
れ
た
後
の
30
才
以
下
の
若
い
職

員
中
、
派
遣
な
ど
で
生
活
保
護
行

政
の
現
場
を
知
る
職
員
は
ど
の
く

ら
い
い
る
か
。

【
健
福
部
長
】
経
験
の
あ
る
30
歳

以
下
の
職
員
は
い
な
い
。
30
代
は

５
名
い
る
。

⑵
市
町
村
の
福
祉
事
務
所
と
の
人

事
交
流
の
状
況
は
。

【
健
福
部
長
】
生
活
保
護
業
務
の

研
修
目
的
で
Ｈ
24
年
度
か
ら
27
年

度
ま
で
３
名
を
派
遣
し
た
。

⑶
生
活
保
護
監
査
業
務
（
以
下
、

生
保
監
査
）
が
十
分
行
え
る
よ
う

現
場
経
験
者
を
ど
う
養
成
す
る
の

か
伺
う
。

【
健
福
部
長
】
研
修
や
課
内
研
修

で
資
質
向
上
に
努
め
て
い
る
。
４

月
か
ら
は
職
員
交
流
制
度
で
相
互

に
派
遣
し
合
う
予
定
。
今
後
も
職

員
交
流
を
継
続
し
て
い
く
。

⑷
生
保
監
査
に
限
ら
ず
、
職
員
が

現
場
に
出
て
ほ
し
い
。
業
務
量
に

そ
の
余
裕
が
あ
る
か
。
ま
た
、
常

に
現
場
感
覚
を
持
と
う
と
す
る
意

識
の
醸
成
に
つ
い
て
所
見
を
伺

う
。

【
知
事
】
管
理
職
が
限
ら
れ
た
人

員
体
制
の
中
で
業
務
量
を
可
能
な

限
り
減
ら
し
、
職
員
が
現
場
に
出

や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
。
ま
た
職
員
の
意
識
醸
成

も
大
変
大
事
で
あ
り
、
引
き
続
き

努
力
を
し
て
い
く
。

議会を訪れた女性の人たちに議場を案内し、
説明する「はくいし」県議

児
童
虐
待
は
許
さ
な
い

結
愛
ち
ゃ
ん
の
事
件
か
ら
学
ぶ
こ
と

情
報
の
共
有
が
重
要

現
場
を
大
切
に
す
る
行
政
を

職
員
交
流
を
継
続
す
る
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はくいし恵子
第一声は県庁前で

お出かけ下さい
　

3
月
1
日
に
2
月
県
議
会
が
閉

会
し
、
3
期
目
の
最
後
の
議
会
を

終
え
た
「
は
く
い
し
」
議
員
は
民

主
県
民
ク
ラ
ブ
の
7
人
で
県
庁
前

で
議
会
報
告
を
12
時
30
分
か
ら
行

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
統
一
自
治

体
選
挙
に
向
け
て
の

強
い
決
意
を
表
明
し

ま
し
た
。

　

3
月
7
日
に
県
職
連
合
を

中
心
と
し
た
県
政
報
告
会
が

県
職
員
会
館
で
1
5
0
人
近

い
参
加
者
の
中
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
は
く
い
し
恵
子
」
県
議

が
議
会
報
告
と
4
期
目
に
か

け
る
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
会
に
「
丸
山

た
つ
や
」さ
ん
の
長
男
の「
丸

山
直
隆
」
さ
ん
が
出
席
し
支

援
を
訴
え
ま
し
た
。

　

知
事
選
挙
に
出
る

と
決
断
し
た
「
丸
山

た
つ
や
」
さ
ん
の
行

動
は
早
い
も
の
で
し

た
。
直
ち
に
職
を
辞

し
て
家
族
全
員
で
居

を
松
江
に
移
し
、「
自

分
の
一
生
を
島
根
に

か
け
る
」
と
し
て
活

動
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

そ
の
思
い
に
強
い

も
の
を
感
じ
ま
す
。

○
子
ど
も
の
頃
は
両

親
の
手
伝
い
で

農
業
の
厳
し
さ
を
知
る
。

○
3
人
の
子
ど
も
た
ち
は
松
江
で

暮
ら
し
、
教
育
を
受
け
育
て
ら

れ
た
こ
と
を
感
謝
し
、
島
根
の

た
め
に
頑
張
る
。

○
何
と
し
て
も
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
た
い
。

○
現
役
時
代
に
多
く
の
県
に
出
か

け
た
経
験
を
生
か
す
。

○
現
場
主
義
と
住
民
目
線
で
の
県

政
の
実
現
。

  

地
元
出
身
と
パ
イ
プ
論

　
「
地
元
」
と
い
う
候
補
は
選
挙

の
時
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
東
京
で
暮
ら
し
て

い
る
人
の
何
と
多
い
こ

と
か
。

　

そ
し
て
国
と
の
パ
イ

プ
が
あ
る
と
言
い
ま
す

が
、
長
い
間
、
地
元
と

パ
イ
プ
論
の
知
事
で
島

根
が
変
わ
り
ま
し
た

か
。
そ
の
結
果
、
地
方

自
治
の
主
体
性
を
失
い

人
口
は
減
り
、
衰
退
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

知
事
は
ヤ
ル
気
が
大

切
で
あ
っ
て
、
国
や
国

会
議
員
の
い
い
な
り
で

は
島
根
は
決
し
て
良
く

な
り
ま
せ
ん
。

島根で生きる

投
票
に
行
こ
う
。
そ
の
一
票
で
決
ま
る

2
月
議
会
報
告
と
4
期
目
へ
の
決
意
表
明

丸
山
た
つ
や
の
心
意
気

3月
29日
（金）

12時
30分
から

3
期
目
最
後
の
議
会
報
告

（「
丸
山
直
隆
」
さ
ん
を
紹
介
す
る

「
は
く
い
し
」
県
議
）
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県
議
会
で
の
質
問

女
性
の
立
場
で

○
Ｄ
Ｖ
・
性
暴
力
被

害
者
支
援
、
女
性

の
地
位
向
上

○
Ｗ
Ｌ
Ｂ（
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
）

の
推
進
、
平
和
を

守
る
こ
と

○
デ
ー
ト
レ
イ
プ
ド

ラ
ッ
ク
対
策

○
審
議
会
委
員
の
女

性
比
率
改
善

子
ど
も
の
育
ち

○
点
数
だ
け
で
は
な
い
生
き
る

力
を
育
む
教
育

○
学
校
図
書
館
活
用
教
育
、
人

間
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
森
の
よ
う
ち
え
ん
、
高
校
魅

力
化
の
推
進

地
域
の
力
を
育
む

○
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

○
小
中
学
校
統
廃
合
問
題
、
地

域
循
環
型
経
済
の
提
案

○
伝
統
工
芸
に
携
わ
る
若
者
支
援

○
隠
岐
島
の
船
賃
の
あ
り
方

○
小
水
力
発
電
の
技
術
支
援

災
害
対
策

○
防
災
対
策
の
強
化

○
松
江
市
の
内
水
対
策

○
防
災
会
議
に
女
性
を
入
れ
る

○
ソ
フ
ト
対
策
（
避
難
意
識
醸

成
）
の
充
実

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も

の
こ
と

○
高
齢
者
虐
待
問
題
、
精
神
病

院
の
身
体
拘
束
の
問
題

○
障
が
い
者
雇
用
の
拡
大

○
県
奨
学
金
制
度
に
給
付
型
を

提
案
、
児
童
相
談
所
の
体
制

充
実

働
き
方
改
革

○
県
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
の
充
実

○
境
港
管
理
組
合
の
観
光
予
算
・

人
事
配
置
実
現

○
女
性
の
遠
隔
地
異
動
に
つ
い

て
検
討
約
束

○
県
職
員
の
働
き
方
改
革
に
、

36
協
定
再
確
認
。
対
象
外
職

員
も
準
じ
た
取
り
扱
い

農
業

○
種
子
法
廃
止
の
中
で
の
島
根

の
農
業
対
策

○
獣
医
師
の
確
保

原
発

○
実
効
の
あ
る
避
難
計
画
、核
廃

棄
物
最
終
処
分
の
問
題
提
起

○
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

平
和
を
求
め
て

○「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
定
議

定
書
の
批
准
を
求
め
る
意
見

書
」

○「『
島
根
県
非
核
平
和
宣
言
』

に
関
す
る
決
議
」
を
採
択

  

形
に
な
っ
た
こ
と

◎
Ｄ
Ｖ
被
害
者
自
立
支
援
貸
付

金
創
立

◎
小
中
高
特
別
支
援
学
校
す
べ

て
に
人
の
い
る
図
書
館
実
現

（
県
単
予
算
）

◎
全
県
立
学
校
図
書
館
に
司
書

配
置
実
現

◎
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

増
員

◎
出
雲
高
等
技
術
校
美
容
科
の

廃
止
撤
廃

◎
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

推
進

◎
公
文
書
セ
ン
タ
ー
の
配
置

◎
県
営
住
宅
の
保
証
人
が
緩
和

さ
れ
た

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

の
条
例
成
立

◎「
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
県

職
員
採
用
」
を
平
成
31
年
度

か
ら
全
障
が
い
者
が
対
象
に

な
っ
た

◎
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
時
間

外
検
診
の
予
算
化

◎
部
長
へ
の
女
性
配
置

◎
母
子
生
活
支
援
施
設
の
建
て

替
え

◎
獣
医
師
確
保
策
対
策

◎
県
立
図
書
館
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

  

会
派
と
し
て
の
活
動
確
立

〜
二
期
目
か
ら
幹
事
長
と
し
て

会
派
の
活
動
を
計
画
的
に
行

う
〜

◎
知
事
に
対
し
、
毎
年
政
策
予

算
要
望

◎
毎
年
県
外
・
県
内
調
査
、
鳥

取
と
の
合
同
調
査
を
実
施

は
く
い
し
恵
子
・
十
二
年
間
の
挑
戦

　
「
は
く
い
し
恵
子
」
の
「
風

だ
よ
り
」
を
編
集
し
て
12
年

の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
色
々
な
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
が
、
随
分
と
成
長
し

て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

　

女
性
、
子
ど
も
、
D
V
な

ど
の
中
心
の
質
問
が
、
地
域
、

農
業
、
働
き
方
改
革
な
ど
幅

広
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

県
政
は
執
行
部
と
県
議
会

が
議
論
を
戦
わ
せ
て
こ
そ
活

力
が
生
ま
れ
、
前
進
す
る
も

の
で
す
。
今
ま
で
の
国
だ
よ

り
の
姿
勢
は
改
め
る
べ
き
で

す
。

　

県
議
選
に
勝
ち
、
知
事
選

に
勝
つ
こ
と
が
島
根
の
活
力

と
復
活
で
す
。

　

ど
う
か
最
後
ま
で
の
ご
支

援
を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

後
援
会
長　

川
上　

真
人

取
り
組
み
と
成
果

◎
セ
ク
ハ
ラ
、
性
暴
力
被

害
者
支
援
な
ど
の
会
派

主
催
研
修
会
を
実
施

◎
議
会
中
３
回
の
県
庁
前

で
の
街
宣

◎
年
1
回
、
会
派
の
活
動

方
向
を
新
聞
に
掲
載

◎
超
党
派
の
女
性
議
員
で

の
朝
街
宣

編

集

後

記

（県政報告をする「はくいし」県議）

（3月7日の県政報告会から）


